
秋
も
た
け
な
わ
と
な
っ
て
き
た
10
月
9
日
の
夕
刻
、

わ
れ
わ
れ
奈
良
教
育
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
は
関
西
国
際
空

港
の
国
際
線
北
入
国
口
で
西
安
外
国
語
大
学
の
一
行
を

迎
え
た
。
東
方
語
言
文
化
学
院
副
院
長
の
馬
永
平
先
生

引
率
の
も
と
に
、
教
員
2
名
と
学
生
9
名
の
一
行
で
あ
っ

た
。
全
員
が
日
本
語
コ
ー
ス
の
所
属
で
あ
る
た
め
に
、
日

本
語
で
挨
拶
を
交
わ
し
た
。

用
意
し
た
小
型
バ
ス
に
乗
り
、
奈
良
へ
向
か
う
。
学

生
諸
君
は
す
べ
て
が
日
本
へ
は
初
め
て
の
訪
問
で
、
薄
暮

の
な
か
に
オ
レ
ン
ジ
色
に
浮
か
び
上
が
る
空
港
連
絡
橋
に

感
動
の
声
を
あ
げ
て
い
る
。
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
に

入
る
と
、
左
右
に
世
界
都
市
大
阪
の
夜
景
が
展
開
す
る
。

朝
早
く
の
出
発
で
あ
っ
た
た
め
に
一
行
は
や
や
疲
れ
気
味

に
み
え
た
が
、
そ
れ
で
も
車
窓
の
景
観
に
釘
付
け
に
な
っ

て
い
た
。
内
陸
部
に
あ
る
西
安
で
は
め
っ
た
に
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
景
色
で
あ
り
、
一
行
の
感
動
ぶ
り
は
相
当
な

も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

西
名
阪
自
動
車
道
に
入
る
と
、
あ
た
り
に
は
建
物
が

少
な
く
な
り
、
し
だ
い
に
車
窓
は
暗
く
な
っ
て
い
っ
た
。

オ
ー
バ
ー
な
表
現
だ
が
、
現
代
か
ら
過
去
へ
と
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
い
く
よ
う
な
気
分
を
感
じ
た
。
疲
れ
が
極
に

達
し
た
の
か
、
車
内
に
は
寝
息
が
じ
ょ
じ
ょ
に
漂
っ
て
く

る
。
最
初
に
伝
え
て
お
く
べ
き
話
も
終
え
た
の
で
、
こ
ち

ら
も
一
息
で
あ
る
。
西
安
の
一
行
に
は
長
く
感
動
の
一
日

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

奈
良
教
育
大
学
と
西
安
外
国
語
大
学
（
旧
称
は
西
安

外
国
語
学
院
）
と
の
学
術
協
定
に
よ
る
正
式
な
交
流
は

2
0
0
5
年
6
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
に

基
礎
的
な
ベ
ー
ス
は
築
か
れ
て
い
た
。
す
で
に
定
年
を
迎

え
て
退
職
さ
れ
た
国
文
学
の
真
鍋
先
生
、
漢
文
学
の
川

北
先
生
の
研
究
室
が
主
と
な
っ
て
、
お
二
人
の
先
生
が
西

安
に
講
義
に
赴
か
れ
、
ま
た
西
安
か
ら
の
留
学
生
を
迎

え
て
き
て
い
た
。
奈
良
で
学
ん
だ
留
学
生
が
母
校
の
教

壇
に
立
た
れ
、
ま
た
西
安
の
国
家
行
政
機
関
の
職
に
付

か
れ
る
と
い
う
、
着
実
な
成
果
が
あ
が
っ
て
い
た
。
こ
の

成
果
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
か
が
、
本
学
の
国
際

交
流
面
で
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

2
0
0
4
年
4
月
か
ら
全
国
の
国
立
大
学
は
「
国
立

大
学
法
人
」
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
冠
言
葉
を
か
ぶ
せ

た
組
織
と
な
っ
た
。
国
が
財
政
的
な
面
で
関
与
す
る
仕

組
み
は
維
持
し
つ
つ
も
、
経
営
の
具
体
面
で
は
各
大
学
の

独
自
性
を
も
た
せ
、
教
育
・
研
究
の
一
層
の
充
実
と
発
展

を
目
指
そ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
た
政
策
で
あ
っ
た
。
こ

の
方
針
に
基
づ
い
た
お
お
む
ね
6
年
間
の
「
中
期
目
標
・

計
画
」
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
重
点
的
に
取
り

組
む
内
容
の
一
つ
に
「
ア
ジ
ア
を
広
域
的
な
地
域
の
一
つ

と
し
て
視
野
に
入
れ
、
教
育
研
究
上
の
国
際
交
流
を
広

く
推
進
す
る
。」
を
項
目
と
し
て
う
た
っ
た
。
ア
ジ
ア
の

大
学
で
は
韓
国
の
ヨ
ン
ナ
ン
大
学
と
協
定
に
基
づ
く
交

流
を
久
し
く
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
ア
ジ
ア
の
大
国
で
あ

る
中
国
と
の
間
で
は
正
式
な
交
流
は
一
校
も
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
こ
の
機
会
に
西
安
と
の
交
流
を
正
式
な
も
の
と

す
る
判
断
に
舵
取
り
を
し
た
。

西
安
は
中
国
を
代
表
す
る
古
都
で
あ
り
、
奈
良
に
築

か
れ
た
平
城
京
は
そ
の
西
安
の
都
城
計
画
に
な
ら
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
重
要
拠
点
と

し
て
日
本
に
つ
な
が
り
、さ
ら
に
は
共
に
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世

界
文
化
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
物
件
を
有
し
て
い
る

と
い
う
類
似
性
が
あ
る
。
大
学
の
重
点
的
な
課
題
に
、
世

界
遺
産
を
個
性
あ
る
教
育
研
究
、
学
際
的
研
究
に
活
か

し
て
い
こ
う
と
す
る
一
項
も
あ
り
、
ま
さ
に
西
安
は
恰
好

の
相
手
方
で
あ
っ
た
。
検
討
の
過
程
で
「
師
範
大
学
」
と

の
交
流
の
提
案
も
あ
っ
た
が
、
機
運
が
熟
す
る
に
は
今
し

ば
ら
く
の
状
況
で
あ
り
、
今
後
の
取
り
組
み
と
し
た
。

ど
の
よ
う
に
西
安
と
の
具
体
的
交
流
の
ス
タ
ー
ト
を

図
ろ
う
か
と
思
案
し
て
い
た
と
き
に
、
折
り
し
も
独
立
行

政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
と
み
ず
ほ
国
際
交
流
奨
学

財
団
か
ら
「
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
事
業
」
の
募
集

が
あ
っ
た
。
こ
の
事
業
は
外
国
の
大
学
生
を
日
本
に
招
い

て
、
日
本
の
大
学
生
と
の
間
で
共
通
の
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
議
論
や
見
学
を
行
お
う
と
す
る
企
画
で
あ
る
。
本
学

と
西
安
と
が
共
に
有
す
る
世
界
遺
産
を
取
り
上
げ
、「
世

大学の取り組み

ニ
ィ
ハ
オ
か
ら
ツ
ァ
イ
チ
ェ
ン
ま
で

                     

―
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て
― 

副
学
長（
国
際
交
流
・
地
域
連
携
担
当
）　
　

淡

野

明

彦
奈良市長表敬訪問
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界
遺
産
を
通
し
た
環
境
教
育
と
文
化
理
解
教
育
に
関
す

る
日
中
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
応
募
し
た
結
果
、
み
ず
ほ

国
際
交
流
奨
学
財
団
に
よ
り
事
業
採
択
が
な
さ
れ
た
。

い
よ
い
よ
5
日
間
に
お
よ
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
始
で
あ

る
。
開
講
式
に
は
一
夜
に
し
て
す
っ
か
り
と
疲
れ
が
と
れ

た
学
生
諸
君
の
生
き
生
き
し
た
姿
が
あ
っ
た
。
取
り
立
て

て
紹
介
を
し
な
け
れ
ば
、
日
本
人
学
生
と
何
ら
区
別
が

つ
か
な
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
、「
ケ
ー
タ
イ
」も「
デ
ジ
カ
メ
」

も
手
に
し
て
い
た
。
一
行
の
接
遇
に
あ
た
っ
て
は
生
活
ス

タ
イ
ル
の
違
い
が
気
に
か
か
っ
て
い
た
が
、
中
国
内
陸
部

と
は
い
え
西
安
と
い
う
巨
大
都
市
の
生
活
は
か
な
り
国

際
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
が
進
ん
で
い
る
ら
し
く
、
安
堵
し
た

面
が
多
か
っ
た
。
世
界
文
化
遺
産
「
古
都
奈
良
の
文
化

財
」
の
東
大
寺
、
春
日
大
社
、
興
福
寺
な
ど
、
同
じ
く

「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
群
」
の
見
学
、
奈
良
県
庁

で
の
県
内
の
文
化
財
に
関
す
る
講
義
、
西
安
市
と
姉
妹

都
市
関
係
に
あ
る
奈
良
市
の
市
長
訪
問
、
本
学
学
生
と

の
世
界
遺
産
の
保
全
・
保
護
に
関
す
る
討
論
な
ど
時
間

刻
み
の
盛
り
た
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
で
あ
っ
た
が
、
一
行
は

飽
き
る
こ
と
も
な
く
興
味
津
々
で
臨
ん
で
く
れ
た
。
特

筆
す
べ
き
こ
と
は
3
泊
4
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
、
離
日

前
夜
の
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
ま
る
で
親
子
や
兄
弟
、

そ
し
て
孫
の
よ
う
に
、
涙
顔
で
お
互
い
に
抱
き
合
っ
て
別

れ
を
惜
し
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
方
に
渾
身
の
歓
待
を
い
た
だ
い
た
結
果
で
あ
り
、
感
謝

に
た
え
な
い
。

セ
ミ
ナ
ー
は
さ
さ
や
か
な
規
模
で
は
あ
っ
た
が
、
日
中

交
流
と
い
う
面
で
の
期
待
し
た
成
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
機
に
大
学
間
の
交
流
事

業
を
よ
り
具
体
化
さ
せ
、
人
的
交
流
を
推
進
し
た
い
。

大学の取り組み

本
学
学
生
の
体
験
発
表
に
対
す
る
質
問

シ
ャ
ー
プ
天
理
工
場
見
学開講式後の記念撮影

体験発表する王　歓さん

日程表
10/10 奈良教育大学長表敬訪問 馬永平副院長、張芸文主任、他学生9名

開講式
基調講演：「アジアの世界遺産と環境」
　上野邦一氏： （財）ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協力事務所事業

委員会委員 
奈良女子大学生活環境学部生活文化学科教授

学内案内：吉備塚説明：
　金原正明：奈良教育大学助教授、
　山岸公基：奈良教育大学助教授
講演：「奈良の世界遺産と環境」
　淡野明彦：奈良教育大学副学長、教授
歓迎パーティー

10/11 講演：「奈良県勢の概要について」
　中山悟氏：奈良県企画部観光交流局文化国際課長
講演：「平城遷都1300年記念事業について」
　廣野隆信氏：平城遷都1300年記念事業推進局次長
施設見学：奈良県庁内（県庁屋上から奈良の世界遺産遠望）
実地見学：古都奈良の文化財：興福寺～東大寺～春日大社を巡る

10/12 講演：「奈良の文化遺産～仏像と伽藍の変化を中心として」
　田渕五十生：奈良教育大学教授
授業体験：「奈良の伝統文化～能を中心として」
　田渕五十生：奈良教育大学教授
奈良の伝統：「芸能の鑑賞」　金春穂高氏：金春流シテ方

10/13 講演：「ACCU奈良事務所の役割と事業の概要について」
　太郎田明憲氏：ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協力事務所次長
施設見学：「ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協力事務所」
商工観光館：奈良の伝統・工芸の見学
奈良市長表敬訪問
講演：「西安市と西安の世界遺産」
西安外国語大学学生による紹介
ホストファミリー対面
（ホームスティ～15日：2泊3日）

10/14 奈良の伝統産業に触れる　 麺ゆう館～けいはんな学研都市～高山茶
ちゃ
筅
せん
の里

10/15 ホームスティ先での交流

10/16 実地見学：奈良の世界遺産と最先端技術
平城宮跡 ～ 唐招提寺 ～ 薬師寺 ～ 法隆寺 ～ シャープ天理工場
秋季留学生懇談会（歓迎会）への参加

10/17 講演：「奈良教育大学の文化財の研究について」
　長友恒人：奈良教育大学副学長、教授
　大山明彦：奈良教育大学助教授
全体討議
西安外国語大学学生による体験発表
閉講式
さよならパーティー
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